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水島港の整備促進
H28年全国港湾の総取扱貨物量(単位：万ﾄﾝ) 水島港の総ｺﾝﾃﾅ取扱貨物量推移(単位：千TEU)

事業位置図

倉敷みなと大橋の整備

（L=2.6km W=11.5ｍ）

H29.3.25供用開始

水島・玉島地区の連携強化

（２）玉島東航路の整備
・ 航路の浚渫（計画水深12m 事業化水深12m）

東南アジア向けコンテナ船への対応

瀬戸埠頭㈱

ＰＧＣ

全農サイロ㈱

（１）国際バルク戦略港湾の整備
・ 岸壁 （計画水深14m 事業化水深12m）

・ 泊地の浚渫 （計画水深14m 事業化水深12m）

企業立地に対応した施設整備

（１）国際バルク戦略港湾の整備
・ 岸壁 （計画水深16m 事業化水深14m)

・ 航路・泊地の浚渫 （計画水深14・16m 事業化水深14m）

大型船導入によるコスト削減

（新設：計画水深14ｍ）

４ 水島港の整備促進
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６ 中国横断自動車道岡山米子線の全線４車線化

及び付加車線の早期整備

提案先省庁 国土交通省

(1) 全線４車線化

中国横断自動車道岡山米子線は、国土強靱化や地方創生の基盤である日本

海～瀬戸内海～太平洋までを結ぶ基幹的な南北軸を構築しており、安全性、

定時性、高速性の確保や、防災面での広域化を含め、中四国の連携をより強

化するため、賀陽ＩＣ～北房ＪＣＴ間、蒜山ＩＣ～米子ＩＣ間の暫定２車線

区間の全線４車線化を図ること。

(2) 付加車線の早期整備

効果検証のために設置される付加車線は、渋滞緩和に大きな効果が期待さ

れることから、早期整備を図ること。

（提案の理由）

現 状

○ 岡山米子線は、本州四国連絡道路、四国横断自動車道と一体となり、日本海と太平洋

を最短で結ぶ基幹的な南北軸を形成するため、平成９(1997)年に暫定２車線で全線開通

し、中四国地方のクロスポイントとしての本県の産業、経済、文化等の振興・発展に大

きく寄与している。

○ 山陰道や四国８の字ネットワークなど高速道路網の整備が進み、山陰や四国からのア

クセスが容易になり、本路線の重要性が益々増してきている。

○ 本路線の賀陽ＩＣ～北房ＪＣＴ間、蒜山ＩＣ～米子ＩＣ間は、当該南北軸の中で唯一

暫定２車線（54.2㎞）が残っており、４車線化することで、より強靱な南北軸が構築さ

れる。（約270㎞のうち約20％が暫定２車線区間）

○ 平成23(2011)年12月12日に、賀陽ＩＣ～有漢ＩＣ間の暫定２車線区間において、３名

の方が亡くなる正面衝突事故が発生し、同区間上下線が約５時間半にわたり通行止めと

なった。また、平成24(2012)年７月の集中豪雨では、有漢ＩＣ～北房ＪＣＴ間の暫定２

車線区間において、法面が約50ｍにわたり崩壊したため、約４日間全面通行止めとなっ

た。さらに、平成29(2017)年１月・２月の豪雪では、蒜山ＩＣ～米子ＩＣ間の暫定２車

線区間において、延べ161時間にわたり通行止めとなった。

○ 平成28(2016)年８月に暫定２車線区間において、有漢トンネルを含む４箇所計12.8km

の付加車線の設置箇所が決定し、平成29(2017)年12月には工事が着手された。

６ 中国横断自動車道岡山米子線の全線４車線化及び付加車線の早期整備
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７ 緊急輸送拠点となる岡山桃太郎空港の
老朽化対策及び機能強化の推進

提案先省庁 国土交通省

(1) 老朽化対策の推進

多くの利用者があり、災害時の緊急輸送拠点である岡山桃太郎空港の安全・

安心を確保するため、エプロンの舗装改良等の老朽化対策に必要な財源を確

保すること。

(2) 機能強化の推進

訪日外国人旅行者の受入拡大に向けて、定期便の更なる誘致等に対応するた

め、エプロン拡張による機能強化に必要な財源を確保すること。

（提案の理由）

現 状

○ 年間約150万人が利用する岡山桃太郎空港は、地震等災害時には物資や人員の緊急輸

送拠点として位置づけられているが、エプロンの舗装については、昭和63(1988)年の開

港以来30年が経過し、老朽化によるひび割れ等が顕著となっており、航空機の安全運航

のため早急な更新が必要である。

○ 平成32(2020)年の訪日外国人旅行者数４千万人の目標に向け、全国的に訪日客数や国

際路線数が増加しており、岡山桃太郎空港のインバウンド受入も大きく伸びてきている。

これに対応するため、地方空港でも受入機能の拡充が必要であり、岡山桃太郎空港につ

いてもエプロン等の整備により、受入可能な機材や対応可能となる時間帯の自由度を広

げ、より利便性の高い定期便等の誘致を図る必要がある。

課 題

○ 東日本大震災の経験を踏まえ、防災上においても重要な公共施設の安定的な運用が

重要であるが、岡山桃太郎空港の老朽化対策及び機能強化に向け、多額の財政負担が

課題となっている。

【参考】国の航空局予算の推移 （単位：億円）

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

空港整備勘定 3,695 3,845 3,891 4,309

一般空港等 743 819 838 1,112 ※

うち岡山桃太郎
0.13 3.24 1.22 3.00

空港分

※ 一般空港等…老朽化対策、耐震対策、ターミナル地域再編事業、那覇空港滑走路増設事業等

（「平成30年度」の予算額1,112億円のうち那覇空港滑走路増設事業が330億円）

７ 緊急輸送拠点となる岡山桃太郎空港の老朽化対策及び機能強化の推進
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８ 海外での品種・ブランド保護に向けた商標

登録の推進

提案先省庁 農林水産省

海外で人気の高い品種等については、その権利侵害が懸念されるので、国内

で広く産地化が進んでいるピオーネ、シャインマスカットなど民間等育成品種

について、国が主導して海外での商標を取得すること。 新規

（提案の理由）

現 状

○ 国は、平成31(2019)年に農林水産物・食品の輸出額１兆円目標を達成するため、農林

水産業の輸出力強化戦略に基づく農林水産物の輸出拡大に取り組んでいる。

○ 農産物ブランドの権利保護には、品種登録(育成者権)と商標登録がある。しかし、海

外での品種登録には申請期限があり、その期限を過ぎると登録対象とならないこと、ま

た、永続的な権利保護ができないこと等から、商標でその保護を図る必要がある。

○ 本県では、桃やブドウなど国際的にも競争力のある県産果実を中心に、台湾・香港を

重点市場として輸出拡大に取り組んでいるが、既に模倣品や誤認を生じるおそれのある

商品が確認されている。

課 題

○ 海外で第三者による商標の冒認出願がなされた際には、その国等へ日本からその商

標を使用した輸出が出来なくなるおそれがあり、早急な対策が必要である。

【参考】

本県では、県育成品種である桃（白麗、おかやま夢白桃、白皇、白露）、ブドウ（オーロ
はくれい ゆめはくとう はくおう はく ろ

ラブラック）について、平成30(2018)年２月に中国、台湾、香港へ商標登録を出願している。

８ 海外での品種・ブランド保護に向けた商標登録の推進
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(2) ツキノワグマにおけるレッドリストの再評価

東中国地域個体群のツキノワグマについて、生息数や分布状況等に応じた

レッドリストの再評価を早期に行うこと。

（提案の理由）

現 状

○ 東中国地域に生息するツキノワグマは、平成３(1991)年に環境省のレッドリストで「絶

滅のおそれのある地域個体群」に位置づけられ、各県において狩猟が禁止されるなど保

護対策が進められてきた。

〇 このような取組の結果、東中国地域のツキノワグマの生息数は年々増加し、国のガイ

ドラインの安定存続の水準（成獣800頭以上）を超えるまで生息数は回復しているが、平

成29(2017)年の環境省のレッドリストでは、依然として「絶滅のおそれのある地域個体

群」に位置づけられている。

〇 また、近年では、人の生活圏への出没など地元住民とのあつれきも生じており、他県

では、ツキノワグマによる人身被害も発生している。

課 題

○ 東中国地域のツキノワグマについては、国のガイドラインの安定存続の水準を超え

るまで生息数は増加しているが、環境省のレッドリストでは、依然として「絶滅のお

それのある地域個体群」に位置づけられたままである。

【参考】

○ツキノワグマ出没件数及び推定生息数

出 没 件 数 推定生息数(※)

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 うち

(2013) (2014) (2015) (2016) (2017) 成獣

岡山県 61 98 87 237 126 254 178

鳥取県 86 332 98 495 157 707 495

兵庫県 513 831 497 978 490 540 378

計 660 1,261 682 1,710 773 1,501 1,051

注１：推定生息数は、Ｈ29(2017)年時点の数値。

注２：成獣数は、生息数のうち７割が成獣として算出。

○ツキノワグマによる人身被害数

人 身 被 害 件 数

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 計

(2013) (2014) (2015) (2016) (2017)

岡山県 0 0 0 0 0 0

鳥取県 0 0 0 4 0 4

兵庫県 0 0 0 3 2 5

計 0 0 0 7 2 9

１２ 鳥獣被害防止対策等の充実・強化
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